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中国の文化Ⅸ 第11回

五代十国時代

書籍出版のはじまりと詞の隆盛
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唐代
(618-907)
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出
版
の
は
じ
ま
り
と
詞
の
隆
盛

唐
末
か
ら
五
代
十
国
時
代
に
か
け
て
、

中
国
は
武
人
支
配
の
時
代
を
迎
え
る
。

武
人
の
台
頭
に
よ
り
門
閥
貴
族
が
没
落

す
る
と
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
新
た
な
政
治

の
担
い
手
と
な
っ
た
の
が
、
科
挙
出
身
の

文
人
官
僚
た
ち
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
、
科
挙
を
通
じ
て
身
分
や
家
柄

に
関
係
な
い
平
等
な
社
会
を
築
く
た
め
、

唐
末
に
民
間
で
発
達
し
た
印
刷
技
術
を

使
っ
て
知
識
の
普
及
に
努
め
た
。
書
籍
出

版
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。

身
分
制
度
な
き
柔
構
造
の
封
建
社
会
の

誕
生
と
と
も
に
、
文
学
の
世
界
で
も
格
式

ば
っ
た
詩
に
代
わ
り
、
庶
民
の
間
に
生
ま

れ
た
詞
が
人
々
の
心
を
と
ら
え
た
。



講義内容

第一節 五代十国時代

 ～武人支配の時代

第二節 出版のはじまり

 ～写本の時代から刊本の時代へ

第三節 詩から詞へ

 ～南唐の後主・李煜の生涯とその詞



第一節

五代十国時代

武人支配の時代
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五代十国時代
(907-960) 中

国
が
五
代
十
国
時
代
だ
っ
た
こ

ろ
、
日
本
は
何
時
代
？？
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中国大陸 朝鮮半島 日本列島

後漢
25-220

高句麗
BC37-668

弥生時代
魏 蜀 呉

晋 265-316

古墳時代北朝 南朝 百済
346-660

隋 587-618

唐
618-907

飛鳥時代 592-710

新羅
356-935

奈良時代 710-794

平安時代
794-1185

後高句麗 後百済
五代十国 907-960

高麗
918-1270

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279
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1368-1644
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南北朝 1336-92

李氏朝鮮
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戦国 1493-1590

安土桃山時代 1573-1603

江戸時代
1603-1868

清
1636-1912

明治 1868-1912

中華民国 1912- 日韓併合 1910-1945 大正 1912-1926

昭和 1926-1989
中華人民共和国 1949- 北朝鮮 大韓民国

平成 1989-
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(907-960) な

ぜ
「
五
代
十
国
時
代
」
と
呼
ば

れ
る
の
か
？

？



1600BC
1500BC
1400BC
1300BC
1200BC
1100BC
1000BC
900BC
800BC
700BC
600BC
500BC
400BC
300BC
200BC
100BC

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000

殷 1600BC頃-1046BC

周 1046BC-771BC

春秋戦国時代 770BC-221BC

秦 221BC-207BC

漢 206BC-220AD

魏 220-265 蜀 221-263 呉 222-280
晋 265-316

五胡十六国時代 東晋 317-420

北朝 439-589 南朝 420-589

隋 581-619

唐 618-907

五代十国 907-960

遼 北宋 960-1127

金 1115-1234 南宋 1127-1279

元 1271-1368

明 1368-1644

清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

五代十国時代
(907-960)

五
代
十
国
と
は
？

「
五
代
」
と
は
、
中
原
に
興
亡
を
繰
り
返

し
た
五
つ
の
王
朝
を
指
す
。

こ
れ
ら
の
王
朝
は
い
ず
れ
も
短
命
で
、

地
方
に
は
支
配
が
及
ば
な
か
っ
た
た
め
、

前
後
し
て
十
の
地
方
政
権
が
誕
生
し
た
。

こ
れ
ら
を
「
十
国
」
と
呼
ぶ(

図
中
の
□)

。
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五代十国時代─武人の台頭により門閥貴族が没落

宋代以降─文人官僚に支えられた皇帝の
独裁体制が確立

「唐宋変革期」

唐代以前─門閥貴族が政治の実権を握る
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中国大陸 朝鮮半島 日本列島

後漢
25-220

高句麗
BC37-668

弥生時代
魏 蜀 呉

晋 265-316

古墳時代北朝 南朝 百済
346-660

隋 587-618

唐
618-907

飛鳥時代 592-710

新羅
356-935

奈良時代 710-794

平安時代
794-1185

五代十国 907-960 後高句麗 後百済

遼 北宋 960-1127 高麗
918-

金 1115-1234 南宋 1127-1279
鎌倉時代 1185-1333

武臣政権 1170-1270

元 1271-1368 元の属国 1270-1356

室町時代

南北朝時代 1336-92

明
1368-1644

高麗 1356-92

李氏朝鮮
1392-1910

戦国時代 1493-1590

安土桃山時代 1573-1603

江戸時代
1603-1868

清
1636-1912

明治 1868-1912

中華民国 1912- 日韓併合 1910-1945
大正 1912-1926

昭和 1926-1989

中華人民共和国 1949- 北朝鮮 大韓民国 平成 1989-

東アジアの武人支配

お
よ
そ
七
百
年
に
及
ぶ

武
家
政
権
の
軍
事
支
配



武
家
政
治
と
近
代
日
本
の
国
家
主
義

(

戦
前
の)
日
本
に
お
い
て
、
国
家
主
義
的

か
つ
権
威
主
義
的
な
反
動
が
起
こ
っ
た
こ
と

の
裏
に
は
、
当
然
な
が
ら
数
世
紀
に
わ
た
っ

て
形
成
さ
れ
た
日
本
人
の
あ
る
特
質
が
あ
っ

た‥
‥

幾
百
年
も
の
武
家
政
治
の
下
に
あ
っ

た
日
本
人
は
、
軍
国
主
義
者
の
主
導
権
主
張

を
唯
々
と
し
て
う
け
い
れ‥

‥
む
し
ろ
も
う

一
度
天
下
り
権
威
の
も
と
で
感
情
的
な
安
住

を
得
た
い
、
と
さ
え
考
え
て
い
た
。

ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
『
日
本―

―

過
去
、
現
在
』

(

時
事
通
信
社
、
一
九
六
七)

ハーバード大学の日本研究者で

駐日大使も務めたライシャワー

(Edwin Reischauer, 1910～90)



金剛般若波羅蜜経(868年刊 大英図書館所蔵)

第二節

出版のはじまり

写本の時代から刊本の時代へ



金剛般若波羅蜜経(868年刊 大英図書館所蔵)

印
刷
術
の
誕
生
と
書
籍
出
版
の
開
始

武
人
の
支
配
の
下
、
門
閥
貴
族
に
代

わ
っ
て
政
治
の
実
権
を
握
っ
た
の
は
、
科

挙
出
身
の
文
人
官
僚
た
ち
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
家
柄
や
身
分
に
関
係
の
な
い
実

力
本
位
の
社
会
を
築
く
た
め
、
書
籍
の
普

及
に
努
め
た
。
そ
こ
で
利
用
さ
れ
た
の
が
、

中
国
の
四
大
発
明
の
一
つ
印
刷
術
で
あ
る
。

印
刷
術
の
誕
生
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説

が
あ
る
が
、
遅
く
と
も
九
世
紀
に
は
高
度

な
印
刷
技
術
が
存
在
し
た
こ
と
が
、
敦
煌

石
窟
か
ら
発
見
さ
れ
た
唐
代
の
印
刷
物

(

「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
」
八
六
八
年
刊
）

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

書
籍
の
出
版
は
、
唐
代
、
民
間
を
中
心

に
実
用
化
さ
れ
、
五
代
十
国
時
代
に
は
各

地
の
武
人
政
権
の
実
務
を
支
え
た
文
人
官

僚
の
要
望
に
よ
り
、
国
家
事
業
と
し
て
儒

教
経
典
な
ど
の
出
版
事
業
が
始
ま
っ
た
。



印
刷
術
が
誕
生
す
る
前
、
人
々
は

ど
の
よ
う
に
し
て
書
籍
を
手
に
入
れ

て
い
た
の
か
？

1969年に新疆のアスターナ古墳で発見された唐代の論語の写本

？
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清 1616-1912

中華民国 1912-1949

中華人民共和国 1949-

梁の袁峻



写
本
の
時
代

袁
峻
①

、
字
は
孝
高
。
陳
郡
陽
夏
の
人
で

あ
る
。
（
中
略
）
峻
は
早
く
に
両
親
を
亡
く

し
た
が
、
志
は
篤
く
、
学
問
を
好
ん
だ
。
家

が
貧
し
く
書
物
が
な
か
っ
た
た
め
、
い
つ
も

人
か
ら
借
り
て
写
す
の
を
日
課
と
し
て
い
た
。

毎
日
五
十
枚
ず
つ
、
所
定
の
枚
数
を
満
た
す

ま
で
け
っ
し
て
休
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

梁
書
巻
四
九 
袁
峻
伝

【
注
釈
】

①
袁
峻
：
南
朝
梁
の
武
帝
に
仕
え
た
文
官



印
刷
術
は
、
唐
代
、
中
国
で
発
明

さ
れ
た
が
、
な
ぜ
唐
代
に
そ
れ
が
必

要
と
な
っ
た
の
か
？

1969年に新疆のアスターナ古墳で発見された唐代の論語の写本

？
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印刷術の誕生
三蔵法師が百万枚の普賢菩薩像を印刷



大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝

(

唐)

沙
門
恵
立
本
・
釈
彦
悰
箋

〔
解
説
〕

『
西
遊
記
』
で
知
ら
れ
る
唐
代
の
僧
・

玄
奘(

六
〇
二
～
六
六
四)

の
事
跡
を
記
し
た

記
録
に
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
が
あ

る
。
弟
子
の
慧
立(

え
り
ゅ
う)

と
孫
弟
子
の

彦
悰
が
著
し
た
も
の
。
全
十
巻
。

前
半
五
巻
は
、
玄
奘
の
十
数
年
に
お
よ

ぶ
天
竺(

イ
ン
ド)

へ
の
求
法
巡
礼
行
記
で
、

後
半
五
巻
は
帰
国
後
、
請
来
し
た
経
典
の

漢
訳
に
半
生
を
か
け
た
行
状
記
。

日
本
の
興
福
寺
に
一
〇
七
一
年
の
写
本

が
伝
わ
っ
て
い
る
。



仏
教
の
普
及
と
印
刷
術
の
発
展

大
帝
①

は(

玄
奘)

法
師
が
先
朝
に
重
ん
じ

ら
れ
て
い
た
た
め
、
即
位
後
、
ま
す
ま
す

敬
っ
た
。‥

‥
(

玄
奘
法
師
は)

十
倶
胝
② 

す

な
わ
ち
百
萬
の
像
を
造
る
こ
と
を
発
願
し
、

そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
。

(

唐)

沙
門
恵
立
本
釈
彦
悰
箋

『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
十

【
注
釈
】

①
唐
の
第
三
代
皇
帝
・
高
宗
。

②
倶
胝
、
梵
語 k

o
ṭi

の
音
訳
。
諸
説
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

十
万
の
意
。

玄奘三蔵像(鎌倉時代 東京国立博物館蔵)



玄
奘
法
師
は
、
何
を
百
万
作
っ
た
の

か
？

玄奘三蔵像(鎌倉時代 東京国立博物館蔵)

？



（
北
宋
）
紙
本
版
画
普
賢
菩
薩
騎
象
像
（
清
凉
寺
蔵
・
国
宝
）

(
北
宋)

紙
本
版
画
普
賢
菩
薩
騎
象
像(

清
凉
寺
蔵
・
国
宝)

玄
奘
が
印
刷
し
た
普
賢
菩
薩
像

玄
奘
は
回
鋒
紙
に
普
賢
象
を
印
刷
し
、

各
地
の
衆
生
に
施
し
た
。
毎
年
、
五
駄
も

用
意
し
た
が
余
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

(

五
代)

馮
贄
『
雲
仙
雑
記
』
巻
五
所
引
『
僧
円
逸
録
』

右
図
は
、
国
宝
「
紙
本
版
画
普
賢
菩
薩
騎
象
像
」
。
平
安

時
代
の
僧
・
奝
然(

ち
ょ
う
ね
ん
、
九
三
八
～
一
〇
一
六)

が
、

北
宋
か
ら
請
来
し
た
京
都
・
清
涼
寺
の
釈
迦
如
来
立
像
の
中

か
ら
、
一
九
五
四
年
に
発
見
さ
れ
た
。
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玄
奘
が
印
刷
し
た
と
い
う
普
賢
菩
薩
像

は
い
ま
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、
唐
代
に

印
刷
さ
れ
た
仏
教
関
連
の
印
刷
物
は
い
ま

も
東
ア
ジ
ア
各
地
に
現
存
し
て
い
る
。

で
は
、
現
存
す
る
印
刷
物
で
最
古
の
も

の
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

？



①中国が主張する世界最古の印刷物

1974年、西安市西郊の唐代の墳墓で
梵文陀羅尼咒の印刷物が発見される



梵
文
陀
羅
尼
咒(

ボ
ン
ブ
ン
ダ
ラ
ニ
ジ
ュ)

一
九
七
四
年
、
西
安
市
西
郊
の
唐
代
の

墳
墓
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
書
か
れ

た
陀
羅
尼(
呪
文)

の
印
刷
物
が
発
見
さ
れ
た
。

「
呉
徳(

冥)

福
」
の
四
字
が
墨
書
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
被
葬
者
は
呉
徳
と
い
う

人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

同
時
に
出
土
し
た
腕
輪
や
銅
鏡
、
印
刷

に
使
わ
れ
た
紙
の
特
徴
か
ら
、
中
国
の
考

古
学
会
は
こ
れ
を
唐
代
初
期
の
も
の
と
推

定
し
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
印
刷
物
と

し
て
い
る
。



②韓国が主張する世界最古の印刷物

1966年、韓国慶州にある仏国寺釈迦塔から
無垢浄光大陀羅尼経の印刷物が発見された



慶
州
仏
国
寺
の
無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経

一
九
六
六
年
、
韓
国
慶
州
の
仏
国
寺
の
釈

迦
塔
か
ら
木
版
の
無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
が

発
見
さ
れ
た
。

唐
で
こ
の
経
典
が
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た

の
が
七
〇
一
年(

潘
吉
星
説)
、
こ
の
釈
迦
塔

が
建
立
さ
れ
た
の
が
新
羅
の
景
徳
王
一
〇
年

(

七
五
一
年)

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
韓
国
の
研

究
者
は
こ
れ
が
現
存
す
る
世
界
最
古
の
印
刷

物
と
主
張
し
て
い
る
。



無垢浄光大陀羅尼経の東伝

唐

トハラ
(Tukhara)

慶州仏国寺で釈迦塔が
建立される(751年)

則天武后が法蔵とトハラからの渡来僧・弥陀山

に無垢浄光大陀羅尼経を重訳させる(701年)



資料映像：韓国観光公社「仏国寺と石窟庵」より



墨書紙片から発見された釈迦塔重修記

墨
書
紙
片
が
投
げ
か
け
た
疑
惑

慶
州
仏
国
寺
の
釈
迦
塔
か
ら
は
、
無
垢
浄

光
大
陀
羅
尼
経
の
ほ
か
に
、
一
つ
の
紙
塊
が

発
見
さ
れ
て
い
た
。

墨
書
紙
片
と
呼
ば
れ
る
こ
の
紙
塊
を
解
読

し
た
結
果
、
釈
迦
塔
は
新
羅
の
景
徳
王
の
十

年(

七
五
一)

に
建
立
さ
れ
た
後
、
高
麗
の
太

平
四
年(

一
〇
二
四)

に
一
度
改
修
さ
れ
、
そ

の
際
に
無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
二
種
が
納
め

ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
れ
を
ス
ク
ー
プ
し
た
新
聞
記
者
は
、
当

時
の
心
情
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。



墨書紙片から発見された釈迦塔重修記

墨
書
紙
片
が
投
げ
か
け
た
疑
惑

（
墨
書
紙
片
か
ら
見
つ
か
っ
た
）
一
〇
二
四

年
に
記
録
さ
れ
た
「
釈
迦
塔
重
修
記
（
修
復

記
録
）
」
に
「
無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
を
収

め
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の

は
、
半
月
ほ
ど
前
の
こ
と
だ
。
そ
の
話
は
あ

る
文
化
財
に
関
す
る
専
門
家
か
ら
知
ら
さ
れ

た
。
そ
の
専
門
家
は
「
残
念
な
こ
と
だ
が
、

事
実
は
事
実
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
し
か
な

い
だ
ろ
う
」
と
語
っ
た
。

慎
亨
浚
「
世
界
最
古
と
さ
れ
て
き
た

無
垢
陀
羅
尼
経
の
真
実
」

(

朝
鮮
日
報
二
〇
〇
七
年
三
月
一
二
日)



慎亨浚記者

墨
書
紙
片
が
投
げ
か
け
た
疑
惑

何
日
か
悩
ん
だ
揚
げ
句
、
小
学
校
の
教
科

書
で
習
っ
た
「
ペ
ン
の
力
」
と
い
う
話
を
思

い
返
し
な
が
ら
、
取
材
を
開
始
し
た
。

そ
の
話
と
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
下
の
英

国
で
、
新
聞
社
の
中
で
唯
一
「
デ
ー
リ
ー

メ
ー
ル
」
紙
だ
け
が
、
「
戦
況
は
英
国
に
不

利
だ
」
と
い
う
事
実
を
何
度
も
報
道
し
た
と

い
う
逸
話
だ
。
こ
れ
に
は
「
敵
を
利
す
る
も

の
」
と
い
う
非
難
が
殺
到
し
た
。
だ
が
前
線

か
ら
帰
還
し
た
負
傷
兵
を
通
じ
て
「
実
際
の

戦
況
」
が
明
ら
か
に
な
り
、
英
国
政
府
は
兵

器
改
善
な
ど
を
急
ぎ
、
そ
の
結
果
連
合
軍
は

勝
利
し
た
。

戦
争
が
終
わ
っ
た
後
、
ド
イ
ツ
皇
帝
の

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
は
「
わ
た
し
は
デ
ー

リ
ー
・
メ
ー
ル
と
い
う
新
聞
の
せ
い
で
負
け

た
」
と
語
っ
た
。

慎
亨
浚
「
世
界
最
古
と
さ
れ
て
き
た

無
垢
陀
羅
尼
経
の
真
実
」

(

朝
鮮
日
報
二
〇
〇
七
年
三
月
一
二
日)



あ
な
た
が
も
し
記
者
だ
っ
た
ら
、
自
分
の

国
が
世
界
最
古
の
も
の
と
誇
る
国
宝
に
、
疑

惑
を
は
さ
む
よ
う
な
報
道
を
す
る
か
。

？



唐

③日本が主張する世界最古の印刷物

法隆寺に現存する
百万塔陀羅尼
(764-770年)



法
隆
寺
に
伝
わ
る
百
万
塔
陀
羅
尼

『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
奈
良
時
代
の

女
帝
・
称
徳
天
皇
は
、
恵
美
押
勝
の
乱
の

平
定
後
、
七
六
四
年
か
ら
七
七
〇
年
ま
で

六
年
近
く
の
歳
月
を
費
や
し
て
三
重
小

塔
・
百
万
基
を
造
ら
せ
、
そ
の
中
に
印
刷

し
た
無
垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
を
納
め
て
十

大
寺
に
分
置
し
た
。

法
隆
寺
に
は
、
い
ま
も
こ
の
小
塔
と
無

垢
浄
光
大
陀
羅
尼
経
が
四
万
数
千
基
保
存

さ
れ
て
い
る
。



制
作
年
が
明
ら
か
な
最
古
の
印
刷
物

戊
午
① 

、
初
め(

称
徳)

天
皇
、
八
年
の
乱

②

平
ぎ
て
乃
ち
弘
願(

ぐ
が
ん)

を
発
し
て
三

重
小
塔
一
百
万
基
を
造
ら
し
む
。
高
さ
各

四
寸
五
分
。
そ
の
径
三
寸
五
分
。
露
盤
の

下
に
各
根
本
・
慈
心
・
相
輪
・
六
度
等
の

陀
羅
尼
を
置
く
。
こ
こ
に
至
り
て
功
畢
り

て
諸
寺
に
分
置
す
。

続
日
本
紀
巻
三
十

【
注
釈
】

①
神
護
景
雲
四
年
、
宝
亀
元
年(

七
七
〇
年)

四
月
二
十
六
日

②
天
平
宝
字
八
年(

七
六
四
年)

に
恵
美
押
勝(

藤
原
仲
麻
呂)
が

起
こ
し
た
反
乱

続日本紀巻三十(早稲田大学図書館蔵)



資料映像：岩瀬文庫「百万塔陀羅尼」より



無垢浄光大陀羅尼経の東伝

唐

トハラ
(Tukhara)

慶州仏国寺で発見の
無垢浄光大陀羅尼経

(751年?)

則天武后が法蔵とトハラからの渡来僧・弥陀山

に無垢浄光大陀羅尼経を重訳させる(701年)

称徳天皇が恵美押勝の乱の鎮定後、
無垢浄光大陀羅尼経を百万部を印刷(764-770年)



唐

印
刷
さ
れ
た
年
が
明
記
さ
れ
た
最

古
の
印
刷
物
は
？

？
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印刷術の誕生

金剛般若波羅蜜経(868年、刊行年を明記)



1900年、敦煌石窟(莫高窟)から木版の
金剛般若波羅蜜経が発見される



敦煌莫高窟第17窟(蔵経洞)前に置かれた敦煌文書



金剛般若波羅蜜経(868年刊 大英図書館所蔵)

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

亀
茲
国
出
身
の
鳩
摩
羅
什
が
五
胡
十
六

国
時
代
、
後
秦
の
都
長
安
で
四
〇
二
年
に

漢
訳
し
た
仏
典
。

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経

釈
迦(

ブ
ッ
ダ)
と
十
大
弟
子
の
一
人
・

須
菩
提(

ス
ブ
ー
テ
ィ)
の
問
答
の
よ
う
す
が

克
明
に
描
か
れ
て
い
る
。



金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
の
刊
行
年
代

敦
煌
本
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
巻

末
に
は
「
咸
通
九
年
四
月
十
五
日
、
王
玠

が
両
親
の
た
め
に
謹
ん
で
造
り
寄
進
し

た
」
と
い
う
刊
記
が
あ
り
、
咸
通
九
年(

八

六
八)

に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
年

月
日
が
明
記
さ
れ
た
印
刷
物
と
し
て
は
世

界
最
古
の
も
の
。

敦
煌
石
窟
か
ら
発
見
さ
れ
た
後
、
ス
タ

イ
ン
に
よ
っ
て
英
国
に
持
ち
出
さ
れ
、
現

在
は
大
英
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。



唐
代
に
誕
生
し
た
印
刷
術
を
応
用
し
た

書
籍
の
出
版
は
、
い
つ
ご
ろ
始
ま
っ
た
の

か
？

？
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印刷術の誕生

唐の咸通六年(865年)、日本留学僧が長安で刊本を書写

日本の留学僧が見た初期の出版物



唐

日
本
の
僧
が
見
た
初
期
の
印
刷
物

西
川
印
子
『
唐
韻
』
一
部
五
巻

同
印
子
『
玉
篇
』
一
部
三
十
巻

右
の
雑
書
は
、
仏
教
の
要
籍
で
は
な
い

が
、
大
唐
の
咸
通
六
年(

八
六
五)

六
月
か
ら

十
月
ま
で
、
長
安
城
右
街
の
西
明
寺
で
、

日
本
留
学
僧
円
載
法
師
が
書
写
し
た
雑
書

の
目
録
は
右
の
と
お
り
。

新
書
写
請
来
法
門
等
目
録
①

巻
一

【
注
釈
】

①
平
安
初
期
の
僧
・
宗
叡(

し
ゅ
う
え
い)

が
入
唐
し
た
際(

八

六
二
～
八
六
五
年)

に
請
来
し
た
密
教
典
籍
な
ど
の
目
録 日本の留学僧が唐の都長安で唐韻、

玉篇の版本を書写(865年)
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印刷術の誕生

日本留学僧が長安で刊本を書写(865年)

民間での書籍出版の始まり

四川の民間で実用書が出版される(883年)



唐

民
間
で
の
書
籍
出
版
の
は
じ
ま
り

〔
解
説
〕

唐
代
の
末
、
黄
巣
が
率
い
る
反
乱
軍
が

都
・
長
安
に
侵
攻
。
僖
宗
と
そ
の
家
臣
た

ち
は
八
八
一
年
、
蜀(

四
川
省)

に
逃
れ
た
。

僖
宗
と
と
も
に
蜀
に
逃
れ
た
柳
玭(

ひ
ん)

は
、
当
時
こ
の
地
で
占
い
や
字
典
、
手
習

い
な
ど
の
実
用
書
が
出
版
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
。

四川省成都で占いや字典、手習い
などの実用書が出版される(883年)



民
間
で
の
書
籍
の
印
刷
と
出
版

中
和
三
年(

西
暦
八
八
三
年)

夏
、
陛
下
が

蜀
に
移
ら
れ
て
三
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。

当
時
、
中
書
舎
人
の
職
に
あ
っ
た
私
は
、

十
日
に
一
度
の
休
み
を
利
用
し
て
、
重
城

の
東
南
に
本
を
見
に
い
っ
た
。

本
の
多
く
は
陰
陽
雑
記
、
占
夢
、
相
宅
、

九
宮
五
緯
の
類
で
、
ほ
か
に
字
書
や
手
習

い
の
本
も
あ
っ
た
。
ど
れ
も
木
版
で
刷
ら

れ
い
た
が
、
墨
が
に
じ
み
、
よ
く
判
読
で

き
な
か
っ
た
。

旧
五
代
史
巻
四
十
三
所
引(

唐)

柳
玭
「
柳
氏
家
訓
序
」
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日本留学僧が長安で刊本を書写(865年)
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民間で実用書の出版始まる(883年)

国家事業として儒教経典の出版始まる(932～53年)



な
ぜ
武
人
と
呼
ば
れ
る
軍
閥
が
支
配
し

た
五
代
十
国
時
代
に
、
国
家
事
業
と
し
て

儒
教
経
典
な
ど
の
出
版
が
行
わ
れ
た
の

か
？

？



実
力
本
位
の
平
等
な
社
会
を
求
め
て

〔
解
説
〕

唐
王
朝
が
滅
亡
し
た
後
、
中
国
各
地
に

は
武
人
と
呼
ば
れ
る
武
装
集
団
が
割
拠
し

て
い
た
。
こ
の
武
人
た
ち
に
よ
っ
て
旧
来

の
門
閥
貴
族
が
一
掃
さ
れ
た
後
、
新
た
な

政
治
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
が
、
科
挙
出

身
の
文
人
官
僚
た
ち
で
あ
っ
た
。

受
験
競
争
を
勝
ち
抜
い
た
文
人
官
僚
た

ち
は
、
実
力
本
位
の
平
等
な
社
会
を
守
る

た
め
、
儒
教
経
典
な
ど
の
書
籍
を
出
版
し
、

教
育
の
普
及
に
努
め
た
。



地
方
政
権(

後
蜀)

の
出
版
事
業

蜀
の
地
は
唐
末
以
来
、
学
校
が
荒
廃
し

て
い
た
。
毋
昭
裔
①

は
私
財
を
投
げ
う
っ
て

学
校
を
再
建
す
る
と
と
も
に
、
後
蜀
の
後

主
②

に
願
い
出
て
九
経
を
出
版
し
た
。

十
国
春
秋
・
毋
昭
裔
②
伝

【
解
説
】

①
毋
昭
裔
（
ぶ
し
ょ
う
え
い
）
は
、
河
中
竜
門
（
現
在
の
山

西
河
津
県)

の
人
。
生
没
年
不
詳
。
五
代
十
国
時
代
の
後
蜀

に
仕
え
た
文
人
官
僚
。

②
後
蜀
の
第
二
代
皇
帝
・
孟
昶(

ち
ょ
う 

九
一
九
～
六
五)



地
方
政
権(

後
蜀)

の
出
版
事
業

毋
丘
倹(

昭
裔)

は
、
貧
し
か
っ
た
こ
ろ
、

友
人
か
ら
『
文
選
』
を
借
り
よ
う
と
し
て
、

嫌
な
顔
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
毋
は

こ
れ
に
発
奮
し
、
「
い
つ
か
富
貴
の
身
に

な
っ
た
ら
、
こ
れ
を
出
版
し
て
学
生
た
ち

に
与
え
よ
う
」
と
誓
っ
た
。

そ
の
後
、
後
蜀
に
仕
え
て
宰
相
に
な
る

と
、
誓
い
の
と
お
り
こ
れ
を
出
版
し
た
。

(

宋)

王
明
清
『
揮
塵
余
話
』
巻
二
所
引
五
代
史
補



中
原
王
朝
の
出
版
事
業

後
唐
の
長
興
三
年(

西
暦
九
三
二
年) 
二

月
、
中
書
門
下
①

は
石
経
文
字
に
よ
り
九
経

の
版
木
を
作
る
よ
う
上
奏
し
た 

。

明
宗
②

は
国
子
監
に
詔
を
下
し
、
博
士
や

学
生
を
集
め
て
長
安
の
石
経
か
ら
各
々
が

専
門
と
す
る
経
書
を
筆
写
し
、
仔
細
に
校

閲
し
た
後
、
版
木
職
人
を
雇
っ
て
各
部
帙

ご
と
に
印
刷
し
、
広
く
天
下
に
頒
布
す
る

よ
う
命
じ
た
。
ま
た
一
般
の
者
が
経
書
を

写
す
時
に
も
こ
の
勅
印
本
に
従
い
、
他
の

雑
本
と
混
ぜ
て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
た
。

五
代
会
要
巻
八 

経
籍

【
注
釈
】

①
宰
相
の
馮
道
と
李
愚
を
指
す

②
突
厥
沙
陀
部
族
出
身
の
第
二
代
皇
帝
・
李
嗣
源



儒
教
経
典
が
国
家
事
業
と
し
て
出
版
さ

れ
る
以
前
、
定
本
と
な
る
テ
キ
ス
ト
は
ど

の
よ
う
に
し
て
公
布
さ
れ
て
い
た
の
か
？

？



儒
教
経
典
の
定
本
・
石
経

漢
代
に
儒
教
が
国
教
化
さ
れ
る
と
、
歴

代
王
朝
は
儒
教
経
典
の
定
本
を
刻
ん
だ
石

経
を
建
立
し
た
。

後
漢
の
熹
平
石
経(
洛
陽)

、
魏
の
正
始
石

経(

洛
陽)

、
唐
の
開
成
石
経(
長
安)

、
五
代

後
蜀
の
蜀
石
経(

成
都)

、
北
宋
の
嘉
祐
石
経

(

開
封)

、
南
宋
の
紹
興
石
経(

杭
州)
、
清
の

乾
隆
石
経(

北
京)

な
ど
が
あ
る
。

(唐)開成石経(西安碑林博物館蔵)
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五代十国時代─門閥貴族が没落し文人官僚が実権掌握

宋代以降─皇帝の独裁体制が確立

書籍出版が実現した「唐宋変革」

唐代以前─門閥貴族が政治の実権を握る



活
字
印
刷
の
発
明

〔
解
説
〕

五
代
十
国
時
代
に
本
格
化
し
た
雕
版
印

刷(

版
木
を
使
っ
た
印
刷)

に
続
き
、
北
宋
時

代
の
十
一
世
紀
半
ば
に
は
、
活
版
印
刷(

活

字
を
使
っ
た
印
刷)
も
発
明
さ
れ
た
。

ド
イ
ツ
の
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
金
属
活

字
を
使
っ
て
四
十
二
行
聖
書
を
印
刷
し
た

の
は
、
十
五
世
紀
半
ば
。
そ
れ
よ
り
も
四

百
年
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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活
版
印
刷
の
発
明

書
籍
の
印
刷
出
版
は
、
唐
代
に
は
ま
だ

盛
ん
に
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、(

五

代
十
国
時
代
の)

馮
道
が
始
め
て(

儒
教
経
典

の)

五
経
を
印
刷
し
て
以
来
、
書
籍
は
み
な

版
本
と
な
っ
た
。

(

北
宋
時
代
の)

慶
暦
年
間(

一
〇
四
一
～

四
八
年)

に
は
、
民
間
の
畢
昇
と
い
う
人
物

が
、
活
版
印
刷
を
行
っ
た
。

(

宋)

沈
括
『
夢
渓
筆
談
』
巻
十
八
技
芸

夢溪筆談(津逮祕書)



東
ア
ジ
ア
で
誕
生
し
た
印
刷
術
と

書
籍
出
版
は
、
い
つ
ご
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
伝
わ
っ
た
の
か
？

中世最大の百科事典を編纂したドミニコ会士
ヴァンサン・ド・ボーヴェ(Vincent de Beauvais)

(c. 1190-1264)

？



印刷術と書籍出版の伝播

仏教のため印刷術が誕生(７世紀)

国家事業として書籍出版(10世紀)

活字印刷が発明される(11世紀)

新羅の都・慶州の仏国寺に釈迦塔

が建立され、無垢浄光大陀羅尼経

の木版本を奉納(704～51年)

称徳天皇が無垢浄光大陀羅尼経を

百万枚印刷させ、木製の小塔に納

めて十大寺に分置(764年～70年)

ドイツでグーテンベルクが

四十二行聖書を活版印刷

(1455年)

ヨーロッパで宗教版画が

木版印刷される

(14～15世紀)



第三節

詞の隆盛

南唐の後主・李煜



芸
術
と
文
房
四
宝
を
育
成
し
た
国
主

〔
解
説
〕

五
代
十
国
時
代
、
金
陵(

現
・
南
京)

に
都

を
置
い
た
南
唐
は
、
豊
か
な
江
南
の
地
を

支
配
し
、
十
国
中
第
一
の
富
強
を
誇
っ
た
。

九
六
一
年
、
二
四
歳
で
南
唐
の
第
三
代

国
主(

後
主)

と
な
っ
た
李
煜(

九
三
七
～
九

七
八)

は
、
庶
民
の
間
に
芽
生
え
た
芸
術
を

保
護
育
成
し
、
文
房
四
宝
と
呼
ば
れ
る
墨
、

硯
、
紙
、
筆
の
生
産
を
発
展
さ
せ
た
。



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



貴
族
文
化
か
ら
庶
民
文
化
へ

〔
解
説
〕

唐
末
か
ら
五
代
十
国
時
代
に
か
け
て
の

武
人
支
配
の
中
で
、
中
国
の
文
化
は
大
き

な
転
機
を
迎
え
る
。
没
落
し
た
貴
族
に
か

わ
り
、
庶
民
が
新
た
な
文
化
の
担
い
手
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

文
学
の
世
界
で
は
、
従
来
の
格
式
ば
っ

た
詩
に
代
わ
り
、
庶
民
の
間
に
生
ま
れ
た

詞
と
呼
ば
れ
る
俗
謡
が
流
行
し
た
。

父
・
李
璟(

り
け
い)

と
と
も
に
南
唐
二
主

と
呼
ば
れ
た
李
煜
は
、
そ
の
悲
劇
的
な
生

涯
を
通
じ
て
、
詞
を
新
た
な
る
芸
術
へ
と

昇
華
さ
せ
て
い
っ
た
。



詞
と
は

〔
解
説
〕

詞
は
、
わ
が
国
の
都
都
逸
に
似
た
通
俗

歌
謡
で
、
既
存
の
曲
に
歌
詞
を
つ
け
る
と

こ
ろ
か
ら
填
詞
ま
た
は
曲
子
詞
と
呼
ば
れ
、

ま
た
一
句
の
長
さ
が
不
揃
い
に
な
る
と
こ

ろ
か
ら
長
短
句
と
も
呼
ば
れ
た
。

格
式
ば
っ
た
詩
と
は
異
な
り
、
感
情
を

よ
り
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
で
き
る
と
こ
ろ

に
特
徴
が
あ
る
。

李
煜
の
詞
も
、
当
初
は
男
女
の
色
恋
を

歌
っ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。



和
歌(

五
・
七
・
五
・
七
・
七)

白
鳥
は

か
な
し
か
ら
ず
や

空
の
青

海
の
あ
を
に
も

染
ま
ず
た
だ
よ
ふ

若
山
牧
水
『
海
の
聲
』
よ
り



都
々
逸
（
七
・
七
・
七
・
五
）

恋
に
焦
が
れ
て

鳴
く
蝉
よ
り
も

鳴
か
ぬ
蛍
が

身
を
焦
が
す

江
戸
中
期
の
民
謡
集

『
山
家
鳥
虫
歌
』
よ
り



都
々
逸
（
七
・
七
・
七
・
五
）

打
ち
明
け
話
が

ぽ
つ
り
と
止
ん
で

あ
と
を
引
き
取
る

雨
の
音 



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



李
煜
と
虞
美
人
の
詞

〔
解
説
〕

李
煜
の
詞
は
、
そ
の
後
、
彼
を
襲
っ
た

苛
酷
な
運
命
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て

い
く
。

九
七
五
年
、
李
煜
が
三
八
歳
の
時
、
南

唐
は
北
宋
の
攻
撃
を
受
け
、
滅
亡
し
た
。

俘
虜
と
し
て
北
宋
の
都
・
汴
京
（
開
封
）

に
送
ら
れ
た
李
煜
は
、
遥
か
東
に
あ
る
故

国
を
思
い
、
一
闋(

け
つ)

の
詞
を
作
っ
た
。

虞
美
人
の
詞
で
あ
る
。



資料映像：ＮＨＫスペシャル「故宮」より



李
煜
と
虞
美
人
の
詞

〔
解
説
〕

虞
美
人
は
題
名
で
は
な
く
、
詞
牌
と
呼

ば
れ
る
曲
名
の
一
つ
で
あ
る
。

詞
は
こ
の
既
存
の
詞
牌
に
歌
詞
を
つ
け

る
と
こ
ろ
か
ら
填
詞
ま
た
は
曲
子
詞
と
呼

ば
れ
、
ま
た
旋
律
に
合
わ
せ
て
句
の
長
さ

が
不
揃
い
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
長
短
句
と

も
呼
ば
れ
た
。



(

南
唐)

李
煜

虞
美
人

春
花
秋
月

何
時
了

往
事
知
多
少

小
楼
昨
夜
又
東
風

故
国
不
堪
回
首

月
明
中

雕
欄
玉
砌
応
猶
在

只
是
朱
顔
改

問
君
能
有
幾
多
愁

恰
似
一
江
春
水

向
東
流

http://www.xyjcy.gov.cn/NewsView.asp?id=214


李
煜
と
虞
美
人
の
詞

〔
解
説
〕

宋
の
王
銍(

お
う
ち
つ)

の
『
黙
記
』
に
よ

れ
ば
、
李
煜
が
亡
国
の
悲
し
み
を
込
め
て

歌
っ
た
こ
の
詞
は
、
宋
の
太
宗
の
逆
鱗
に

触
れ
、
李
煜
は
七
月
七
日
の
誕
生
日
に
毒

酒
を
下
賜
さ
れ
、
四
一
年
の
生
涯
を
閉
じ

た
と
い
う
。

(宋)王銍『黙記』(説郛巻第四十七所収)



(

南
唐)

李
煜

虞
美
人

春
は
花

秋
は
月

終
わ
り
な
き
世
に

過
ぎ
去
り
し
こ
と

い
く
ば
く
ぞ

小
楼
は
昨
夜
も
又

春
風
の
た
つ

故
国
は
ふ
り
か
え
る
に
堪
え
ず

月
明
り
の
中

玉
の
手
摺

石
畳

昔
の
ま
ま
に

ひ
と
り
わ
が
顔(

か
ん
ば
せ)

の
う
つ
ろ
う

つ
も
る
愁
い
い
く
ば
く
と

人
問
わ
ば

さ
な
が
ら
春
の
江
の
水
の

東
に
流
る
る
よ
う

http://www.xyjcy.gov.cn/NewsView.asp?id=214


ま
と
め

◼

唐
末
か
ら
五
代
十
国
時
代
へ
と
続
い
た
武

人
に
よ
る
支
配
の
中
で
、
門
閥
貴
族
は
勢

力
を
失
い
、
か
わ
っ
て
庶
民
か
ら
身
を
起

こ
し
た
科
挙
出
身
の
文
人
官
僚
が
新
た
な

政
治
の
担
い
手
と
な
っ
た
。

◼

文
人
官
僚
た
ち
は
、
身
分
や
家
柄
に
関
係

な
い
実
力
本
位
の
社
会
を
守
る
た
め
、
唐

末
に
民
間
で
発
達
し
た
印
刷
技
術
を
使
っ

て
知
識
の
普
及
に
つ
と
め
、
中
国
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
よ
り
も
五
百
年
以
上
も
早
く
、
書

籍
出
版
の
時
代
を
迎
え
た
。

◼

文
学
の
世
界
で
は
格
式
ば
っ
た
旧
来
の
詩

に
か
わ
っ
て
、
庶
民
の
間
に
生
ま
れ
た
詞

が
人
々
の
心
を
と
ら
え
た
。
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